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I． アジアの多様性・安全意識は国によって異なる
· 宗教、政治体制、民族、言語、文化、価値観、経済発展段階、いずれにおいてもアジアの特色はその多様性にある。

· 地図参照。安全の認識はあくまでも相対的。国の位置によって異なる。
· 南北朝鮮の分裂・再統一問題、台湾問題も存在

· 欧州とは異なって、これらの不安定要因は冷戦終結によっても解消されていない。アジアの統合integrationは欧州ほど容易ではない。EU、NATO

II． アジアのダイナミズム

· そのようなアジアだが、今、自信に満ちあふれている。
－日本：90年代の停滞から、現在の大企業の業績は過去に例をみないほどよい。設備投資や個人消費を基礎に、確固たる回復を示している。

－中国(10%)やインドも、BRICｓ(6%)の一員として、急成長を遂げており、世界経済の牽引役となっている。ＥＵ１５(2.5%)
－ASEAN、韓国などの東アジア諸国(6%)も、経済の成長度が高い。

· 安定的秩序の構築が進行中：東アジア共同体。外部に開かれた共同体
· 自由貿易経済体制も構築中：ＥＰＡ、ＦＴＡ
III． 日本、その役割

（1） 民主主義国
· 過去60年間、日本は平和主義、民主主義、市場経済、法の支配を「実践」。

· これを言葉（words）ではなく、態度（deeds）で示してきた。

（2） アジアのビルトイン・スタビライザー（安定勢力）
· アジアでもっとも古い民主主義国家（加えて韓国、インドなど）
民主主義国：選挙で一票を投ずる「家族」の価値観（平和、経済）が反映

· 世界の中の日米同盟：アジア太平洋の公共財としてのstabilizerの役割

アジアの海を平和の海とした：米国の政治的、軍事的プレゼンス

（3） 新たな技術・文化・思想の日本からの発信

· 文化：アニメ、漫画、ゲーム（任天堂、Playstation）、J-Pop、村上春樹
· 文化：寿司、刺身、健康日本料理

· 技術：ハイブリッドカー、ロボット、第４世代携帯、ハイヴィジョン放映、

· 技術：環境技術（排水、排煙などの浄化）、省エネルギー、

· 思想：自然との共生（自然を変革するのではなく、自然と共に生きる）

IV． 中国

（1） 日本は、中国の経済的台頭を歓迎。日本が待ち望んでいたこと
· 中国の経済的台頭を祝福し、歓迎。ガッツを持って公正な競争に臨む。
（2） 経済的発展に合わせて、政治的、社会的発展が必要
· 社会や政治制度のあり方についても日本と同じような透明性が必要
· 民主主義、言論・報道の自由、インターネットアクセス・e-mail通信の自由、

· 民主主義国では、国際ルールの遵守や、真義・公正の念が期待できる
（3） 国際社会で責任あるplayerとしての役割を果たして欲しい

· より責任ある役割を果たす：Veto国ではなく、建設的な勢力になって欲しい

· 世界の民主主義諸国がこれまで作り上げてきた国際的なルールの尊重、遵守

· 軍事予算や軍事政策についても透明性が必要

19年間二桁の予算の伸び、海洋展開能力の向上、ミサイル配備（台湾向けの弾道ミサイル）、台湾：反国家分裂法制定（2005年3月）など
アジアの近隣諸国も大いに不安に感じている

軍事面での透明性に欠けるからこそ、世界に「平和的」台頭と言い続けなければならなくなる。言わずもがなでありたい。
日本が過去60年間行ってきたように、言葉でなく態度で示して欲しい。

· WTOのルールの遵守：知的所有権の尊重（Fake productsの取り締まり）。

· 開発援助：国際的な行動様式に則った透明性が必要

OECDのDACルール：Good Governance、民主主義、基本的人権

（4） 中国の現実と将来
＜現実＞

· 豊かな沿岸部と貧困の内陸部の格差の拡大

· 大富豪（新興ビジネス、党軍幹部）と貧困者との格差の拡大

· 水不足、環境汚染（環境基準の不徹底）、不十分な労働者保護

· 汚職（事業計画の承認、土地の収用、工場・住宅建設など）

· 言論・報道に対する検閲、制限。
· 住民登録の規則（農村住民と都市住民の間の差別）

＜将来への期待＞

· 豊かな中国、特に、沿岸部を中心にミドルクラスの台頭

· 市場経済の浸透と自由主義思想の浸透：逆戻りできない

· 将来における政治参加や自由の希求に繋がることを期待

（5） 日中関係：安倍訪中　2006/10/08、温家宝訪日　2007/04/11-13
· 戦略的互恵関係：共通の戦略的利益に立脚した互恵関係

· 日中経済ハイレベル対話の立ち上げ

· 歴史共同研究を開始

· エネルギー・環境保全強力

· 中国発言：日本が国際社会でいっそう大きな建設的役割を望む

· 東シナ海ガス田：原則、共同開発に合意（トンキン湾では中間線で合意）

V． その他の東アジア地域の課題
（1） 北朝鮮

· 独裁国家、非民主主義

· 世界世論の反対の中で核実験・サイル発射実験

· これまで何度も核兵器・核計画の廃棄の約束：これを実行すべし

· 検証可能な非核化の達成と、拉致問題の解決
· 全会一致で迅速な安保理決議1718　10/14

41条経済制裁措置、WMD・贅沢品取引禁止、一定の金融制裁、貨物検査、

（2） 台湾
· 日本は、中国はひとつと認識

· 中台関係については、武力解決に反対。対話を通じた平和的解決を希望

VI． 日欧米の協力
· 異なった政治制度などを抱えるアジア。中国、北朝鮮などの存在。

· アジアの安定と繁栄の確保は、日本一国のみでは必ずしも果たせない。
· 民主主義、市場経済、基本的人権、法の支配などの基本的価値観を共有するポルトガル、欧州諸国、北米諸国との連帯を呼びかけたい。

VII． 対日本ビジネス戦略

（1） 日本市場は消費者優位の高品質追求市場
· 高品質の外国製品に、日本市場は開かれている。
· ポルトガル及び葡製品の高ブランド・イメージの確立が不可欠。

（2） 日本との取引は人間関係に基づいた長期的取引関係
· 日本企業と提携を結ぶ場合、通常、合意にいたるまでに時間を要する。

· しかし、一旦提携すれば、日本企業は長期的な取引関係を保つ。
· これにより安定的・長期的な収益の他、コスト削減・品質改善を期待できる。
（3） 優れた技術力を有する日本の大企業・中小企業
· 全ての産業分野で、製品開発、製造効率向上のためのＲ＆Ｄを重視
· 製造業はもちろん、農業、漁業林業などの一次産業、サービス業でも同様
· 提携した外国企業はこれらの技術を享受し、国際競争力を獲得。
（4） 環境との共存を重視した優れた環境技術
· 高度な環境保全技術（省エネ、脱ＣＯ２、脱硫・窒素など）を保有。
· 環境に優しい製品・サービスの開発・製造では世界で最先端。
（5） ソフト（技術・文化・思想）重視の市場
· 消費者の嗜好やライフスタイルなどのソフト部分を標的にした製品の生産。。

· 日本で人気を得た映画、アニメ、ゲームソフト、衣服、化粧品等は、東アジアでも人気。
· ソフト部門における日本での成功は、東アジアにおける成功への試金石。
（6） ネットワーク社会を構築して、拡大型のビジネスを
· 知的・技術的・産業的・文化的ネットワーク：自乗で増加

３人の参加者では回線は３。参加者が５人に増えると回線数は１０

· 東アジアでは、日本企業と現地企業との間のネットワーキングが盛ん。
· 外国企業は、東アジアにおける日本企業を中心としたネットワークを通じて、成長を続けている東アジア市場全体にアクセス可能。
（7） ＩＴ技術を駆使したビジネス環境

· ＡＤＳＬ回線や光回線が当たり前のブロードバンド社会

· ＩＰ電話

· ＷＡＮ（Wide Area Network）を使ったビジネスネットワーク

· 高度な移動通信手段の発達：電子取引、ＴＶ、ＧＳＰなど
（8） 高齢化社会に応じたビジネスの展開
・介護、年金金生活者を対象としたビジネス
